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　2006 年 8 月、京都大学の山中伸弥教授が、分化した成熟細胞に 4 種類の遺伝子を導
入することによって、万能分化能を有する細胞をマウスで作成することに成功し、この




　2007 年 11 月、マウスに於ける iPS 細胞の発見の 1 年後、山中教授によりヒト細胞で
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図表 1　自己細胞治療の概念図








































































































































































































































































図表 3 に示す 8 個の目標を掲げ、
iPS 細胞の本質、安全な分化誘導技
術等の基礎研究を受け持つ。




















くの HLA タイプのヒト iPS 細胞
































【リライト】 ライフサイエンスユニット 客員研究官 鷲見芳彦
概要
 年 月、京都大学の山中伸弥教授が、分化した成熟細胞に 種類の遺伝子を導入す
ることによって、万能分化能を有する細胞をマウスで作成することに成功し、この細胞は
人工多能性幹細胞；細胞（）と命名された。

































再生医療実現化を目指したヒト iPS 細胞・ES 細胞・体性幹細胞研究拠点
慶應義塾大学 岡野　栄之





















　ヒト ES 細胞・iPS 細胞を用いた神経系・感覚器系・血液系細胞の高
効率の分化誘導技術開発を実施する。同時に、その安全性を向上させ
る培養技術開発や、産生された有用細胞の純化技術の基盤確立を行う。










図表 3　ヒトiPS 細胞等研究拠点整備事業に選定された4 機関とその事業内容の概要
出典：参考文献 20）







は、2008 年 9 月、米国企業ノボ






















2008 年 11 月に米国カリフォルニ
ア再生医療機構（CIRM；California 







































年 12 月 6 日 で あ る。 こ れ に 対











図表 4　4 機関以外の主たるiPS 細胞研究機関とその研究テ マー
し、他者からの最初の出願は、米
国ウイスコンシン大学（Wisconsin 
University）が 2007 年 3 月 23 日、
米国マサチューセッツ工科大学
（MIT）Whitehead Institute for 
Biomedical Research が 2007
年 4 月 7 日、米国ハーバード大学
（Harvard University）が 2007 年 5
月30日、ドイツ・バイエル社（Bayer 
















　京都大学は、2008 年 4 月に産
官学連携センター内に iPS 細胞研
究知財支援特別分野を設置し、そ






は、2008 年 4 月に開催された経済
産業省・文部科学省・厚生労働省
の 3 大臣との官民対話の席で、iPS










































































　既に米国 FDA は Geron 社の ES
細胞を用いた臨床試験を承認して
































クトを 2008 年 11 月に立ち上げ、













（2009 年 2 月時点）までに 10 社以
上の企業とその交渉に入っている。
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帝人株式会社 新事業開発グループ 研究企画推進部 先端バイオ企画担当部長
医学博士。
血液の生化学、神経細胞の再生研究、創薬基盤研究などを経て、現在、バイオテクノロジー
を利用した新しい研究開発と事業化の企画に携わる。iPS 細胞のような先端医療分野は、
日本が世界をリ ドーできる分野の1 つ。不景気を吹き飛ばす旋風にもなれるはず。
http://www.teijin.co.jp
す　み
